


NEWS RELEASE


平成１５年　６月１９日
ＴＢ０３－０４３
	鹿児島県(曽於郡大崎町)に明日葉(アシタバ)の新工場建設


タカラバイオ株式会社（社長　加藤郁之進）は、高齢者社会の到来に備えて、食品の機能性を根本から明らかにするバイオ医食品事業の展開を強力に推進するため、高齢者にとって必要なさまざまな生理作用をもつ明日葉の栽培を、昨年度より鹿児島県曽於郡大崎町と屋久島の上屋久町で始めていましたが、その栽培量が年間約250トンと日本一の規模に達しました。当社は、この鹿児島産の明日葉を日本市場に展開するために、明日葉を処理加工し商品化する｢明日葉大崎工場｣を設立し、本年9月より操業します。

当社はすでに、大崎町に農業生産法人「有限会社　タカラバイオファーミングセンター」を設立し明日葉の大規模栽培を行っておりますが、さらに明日葉の洗浄や梱包、出荷を新工場で行うことによって、栽培から出荷までの一括管理のメリットを生かして安全で安価な商品を市場に出すことができると考えています。新工場での初年度の明日葉取扱量は250トン／年を予定しておりますが、今後明日葉の乾燥製品や粉末製品などが生産可能な乾燥・粉末化工場を増設（第II期工事）することを視野に入れ、5年後には2500トン／年まで取扱量を増やしていく計画です。これは、明日葉ジュースを1年間毎日飲まれるお客様10万人分に相当します。

今後とも当社は、医食同源のコンセプトの基に明日葉関連事業を推進するとともに、先端的なバイオ研究に基づいたバイオ医食品事業を通じて、世界中に“健康”を提供していきます。

当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
この資料は、　６月１９日に鹿児島県政記者クラブおよび京都経済記者クラブに配布しています。
	この件に関するお問い合わせ先
タカラバイオ株式会社
バイオインダストリー部
Tel 077-543-7235


＜参考資料＞
新工場の概要
新工場名：
タカラバイオ株式会社　明日葉大崎工場

所在地：
鹿児島県曽於郡大崎町仮宿695番地4

用地面積：
3,196㎡

建物面積：
378㎡（第I期）、600㎡（第II期予定）
従業員数：
11名（第I期）、15名（第II期予定）
事業内容：
第I期 健康野菜用明日葉及びジュース用明日葉の加工


第II期 粉末ジュース用明日葉の加工及び明日葉関連健康食品の製造
有限会社　タカラバイオファーミングセンターの概要
代表者：
加藤郁之進
設立：
平成14年9月25日

資本金：
300万円

従業員：
3名

所在地：
鹿児島県曽於郡大崎町永吉4217番地

事業内容：
農産物の生産・販売

明日葉の多彩な生理作用

1． 神経成長因子(Nerve Growth Factor : NGFと略)
当社のバイオ研究所は、明日葉の成分が、現代社会において問題になっているアルツハイマー型痴呆症や糖尿病が原因の末梢神経障害などの予防と治療に効果が期待される、神経成長因子(NGF)の生体内での産生を顕著に増強することを発見し、和漢医薬学会(平成13年8月18日、富山)、日本生薬学会(平成13年9月7日、金沢)、日本生化学会(平成13年10月25日、京都)などの学会で発表しました。
　NGFは神経細胞の誕生を促す作用、神経細胞の生存を維持する作用、脳の損傷時に修復する作用、脳神経の機能を回復し脳の老化を防止する作用など神経細胞の生と死に密接に関わるタンパク質で、アルツハイマー型痴呆症や糖尿病合併症の神経障害などの予防・治療に有効であると考えられています。
しかし、NGFは分子量が大きく血液脳関門を通過できないため、脳への移行は困難です。そのため世界中で、血液脳関門を通過できるNGF産生を増強する物質の探索が行われましたが、実用化には至っていませんでした。当社の発見はこれらの問題点を解決するものです。
２．骨形成蛋白（Bone Morphogenetic Protein：BMPと略）

また、当社のバイオ研究所は、明日葉の成分が、骨粗しょう症の予防と治療に効果が期待される骨形成蛋白（BMP）の骨芽細胞内での産生を著しく増強することを世界で初めて発見しました。日本には、閉経後の女性や高齢の男性などを中心に約400万から450万人の骨粗しょう症の潜在患者がいると推定されています。当研究所のこの発見は、食品を摂取することによって骨粗しょう症の発生を抑えられる可能性を示唆しています。
BMPは、1965年カリフォルニア大学で骨組織中から発見された、強力な骨形成活性を有する蛋白質です。BMP－２は骨髄中の間葉系幹細胞から、骨形成を担当する骨芽細胞への分化を促進する働きをもっています。

当研究所では、このＢＭＰを生体内での産生増強作用をもつ食品を発見する目的で、ヒトの骨由来細胞株にいろいろな食用植物からの抽出物を添加して培養し、細胞が培地中に産生したBMP-2濃度をモニターすることによって、BMP産生増強活性の強い食用植物のスクリーニングを行いました。BMP産生増強作用は、明日葉が最も強く、明日葉の葉茎部分で約5倍増強、根部分で約10倍増強することがそれぞれ見出されました。食品に含まれる天然成分によるBMP－２産生増強活性の発見は今回が初めてです。
骨粗しょう症の予防と治療
骨組織では、骨形成には骨芽細胞が、骨分解には破骨細胞がそれぞれ役目を分担し、骨形成と骨分解が一定のバランスを保ちながら骨の新陳代謝が繰り返されています。骨粗しょう症は、閉経や加齢により、ホルモンなどのバランスが崩れ、破骨細胞による骨分解が骨芽細胞による骨形成よりも優位になることが主な原因と考えられています。
現在のところ、骨粗しょう症の治療は、骨分解作用をエストロゲン剤などで阻止することによって骨量の減少を防ぐという原理で行われています。しかし骨の形成を促進するものでないので、進行した骨の欠失を回復させることは難しく、根本的な治療とはなりえません。

また、骨粗しょう症の予防には、カルシウムを多く含む食品や、腸管からのカルシウムの吸収を促進する食品などが推奨されていますが、積極的に骨形成を促す効果は望めません。従って、骨形成促進成分であるＢＭＰの生体内での産生を高めることにより、はじめてカルシウムの補給が、骨粗しょう症の予防と治療に有効になると考えられます。
今後の医食品開発への取組み
高齢化社会においては、健康寿命を延伸させることが、生活の質（QOL）の向上、医療費削減の面でも大きな課題となっております。当社では、医食同源の考えに基づき、健康維持機能を持ったバイオ医食品の研究開発を、機能性海藻多糖類などを中心として、１５年来行っています。これまでに昆布フコイダンが、肝細胞成長因子（HGF）の産生増強作用、免疫賦活作用、抗ガン作用など,また、寒天アガロオリゴ糖が、抗ガン作用、抗炎症作用、発ガン予防効果などを有することを発見してきました。

　当社が発見した明日葉の総合的な生理活性は、明日葉が高齢者社会に向けた、まさに理想の医食品であることを示しています。

＜語句説明＞

明日葉

セリ科の大型多年草で、学名Angelica keiskeiといいます。伊豆諸島を中心とした太平洋岸に自生する日本固有の植物です。関東地方では食用に供され、特に八丈島では不老長寿の霊薬として広く用いられています。

農業生産法人

農地法上で規定されている呼び名で、農地法の規制を受け、農地や採草放牧地などの権利を取得して、農業経営を行うことの出来る法人。

神経成長因子（NGF）
神経細胞の誕生を促す作用、神経細胞の生存を維持する作用、脳の損傷時に修復する作用、脳神経の機能を回復し脳の老化を防止する作用など神経細胞の生と死に密接に関わるタンパク質です。アルツハイマー型痴呆症や糖尿病合併症の神経障害などの予防・治療に有効であると考えられています。
アルツハイマー型痴呆症
ドイツのアルツハイマーが症例報告した初老期（65歳まで）に発症する痴呆症をアルツハイマー病と呼びます。初老期以降に発症する痴呆症も、症状、病理学的にも区別する根拠に乏しいため、まとめてアルツハイマー型痴呆症として扱われます。初期症状は、物忘れ、記憶力低下が起こり、次第に、時間的、空間的見当識障害から、全体痴呆へと進み、下肢に屈曲対麻痺を起こして最終的に合併症などで死亡します。病理的には、脳全体の萎縮、変性した神経突起へのアミロイドの蓄積が見られる。有効な治療法は、現在のところ確立していません。
糖尿病由来の神経障害
糖尿病患者は血糖値が高いため、アルドースレダクターゼという酵素により血液中のグルコースがソルビトールへと変化されます。この変換を起点として、糖の代謝が次々と起こり、その代謝が原因で神経障害が生じると考えられています。神経障害を併発している糖尿病患者では、血清中NGFの有意な低下が報告されています。
骨粗しょう症
加齢や閉経後のエストロゲン不足が原因となり、骨密度（一定骨内のミネラル、主にカルシウムとリン、の量）が減少し、骨にすが入った状態を骨粗しょう症といいます。骨粗しょう症は自覚症状のないまま進行し、やがて大腿骨頚部や脊椎などの骨折が起きやすくなります。我が国では寝たきりになる原因として、大腿骨頚部の骨折が脳卒中に次いで2番目に多いといわれています。

骨芽細胞 

骨の中では新しい骨形成と古くなった骨分解の新陳代謝がバランスを保ちながら絶えず行われています。骨形成を担当するのが骨芽細胞であり、骨分解を担当するのが破骨細胞です。骨芽細胞は骨の構成蛋白であるI型コラーゲンなどを合成し、血中からカルシウムとリンを取り込んで石灰化をおこすことにより骨を形成します。骨芽細胞は、骨髄中の間葉系幹細胞が分化することにより誕生するが、加齢とともに骨芽細胞数が減少し、骨芽細胞の寿命も短くなることが知られています。BMPには骨芽細胞への分化を促進する働きがあります。

間葉系幹細胞 

骨髄中には自己複製能を有し、骨芽細胞の他に、軟骨、脂肪、筋肉、腱、神経細胞などにも分化可能な多能性を持つ細胞集団が存在し間葉系幹細胞と呼ばれています。ES細胞のような万能性はないが、生体からの単離や、培養などの扱いが比較的容易なため、近年、再生医療への応用が期待されています。

破骨細胞
骨組織において、骨の分解を司る細胞。造血幹細胞由来の単球・マクロファージ系の前駆細胞から分化し、複数の細胞が融合することで多核性の成熟破骨細胞となります。骨の新陳代謝には必要な細胞であるが、加齢や閉経に伴い相対的な活性が骨芽細胞より強くなり骨粗しょう症を引き起こすと考えられています。

スタチン系薬剤
高脂血症薬の一種。コレステロール合成経路の律速段階である、ヒドロキシメチルグルタリル（HMG）CoAからメバロン酸への転換に働くHMG-CoA還元酵素を特異的に阻害し、結果、血中の低比重リポ蛋白コレステロール値が低下します。
スタチン系薬剤の中で、シンバスタチン、ロバスタチンにBMP-2産生増強活性が認められています。
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